
うるま市立あげな中学校 新学期が始まりました。
学校だより「にじの輪」第１号 学校だよりもリニューアルしました。
平成 29 年 1 月 10 日発行 タイトルは校歌３番から引用しました。
発行責任者 校長 盛小根 完 多彩な輪（和）が築けることを願います。

はじめまして。校⻑の盛⼩根 完です。
皆さん、あけましておめでとうございます。新しい年になり、新しい学期、３学期が始まりました。

気持ちも新たに、希望を持ってスタートしたいと思います。

まずは、就任のあいさつをいたします。昨年末、福山校長先生が体調を崩されてお休みしておりま

した。みなさんもいろいろ心配していたことだと思います。福山校長先生は、治療に専念なさること

になり、残念ながら、今学年度での復帰は困難との判断になりました。

そこで、私が１月から、校長として就任しました。名前は、盛小根完といいます。うるま市教育委

員会から参りました。専門教科は英語で、英語の歌や映画、ラジオを聞くことが好きです。

子ども達のために、先生方と一緒にに頑張っていきますので、よろしくお願いします。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
さて、第３学期を迎えるにあたり、始業式の校長式辞において、生徒の皆さんに、「時間を大切にす

ること」についてお話しし、勉強や部活動、そして学級の仲間との絆づくりにおいて、短い第３学期

を有意義に過ごしてもらいたいことをお願いしました。

また、これからの寒い季節にはインフルエンザ等の流行も予想されることから、「早寝、早起き、朝

ご飯」の言葉どおり、規則正しい生活習慣を守り、病気にならない体づくりに

心がけることも併せてお願いしました。保護者の皆様のご支援もよろしくお願

いいたします。

新しい年、あげな中学校の生徒と保護者そして職員の皆さん一人一人に、

いいことがいっぱいあることを祈っています。

行事予定

６(金) 始業式

７(土) バレー／ハンド
ソフト／卓球大会

９(月) 全沖縄学級合
唱発表会（２の６）

10(火) ３学年学年末
テスト(～ 12 日)

13(金) 県教委訪問

16(月) 推薦願書受付

(～ 17 日)

19(木) ３年合格祈願
餅つき

20(金) 英語検定

21(土) バスケット大会

25(水) 進路決定面談
（３年） (２６・３０日)
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迎
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～第３学期始業式 生徒代表あいさつ～
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迎
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験
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験
に
対
す
る

雰
囲
気
を
良
く
い
し
て
い
き
、
全

員
が
第

一
志
望
校
に
合
格
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
三
学
期
は
三
年
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業
ま
で
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
式
ま
で
気

を
引
き
締
め
、
中
学
校
生
活
残
り

わ
ず
か
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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成
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な
る
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な
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験
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活
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引
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